
群馬労働局 職業安定部 職業対策課
外国人雇用対策担当官 大橋 映夫

～ 外国人の雇用に向けて ～

令和８年度 外国人雇用管理セミナー



パンフレット「外国人雇用はルールを守って適正に」

外国人を雇用する事業主の皆様へ

外国人が 在留資格の範囲内で能力を十分に

発揮しながら適正に就労できるよう、事業主

の方が守らなければならないルールや配慮し

ていただきたい事項をまとめたパンフレット

です。

https://www.mhlw.go.jp/content/001261965.pdf

上記の厚生労働省HPからPDFファイルをダウンロードで

きます



雇入れ・離職時の届け出

パンフレット「外国人雇用はルールを守って適正に」

１

外国人の雇入れ、離職時にはハローワークに届
出ていただく必要があります。

届け出の対象となるのは
「特別永住者」「外交」「公用」以外の在留資格

⇒言い換えると
ほとんどの在留資格が届出の対象になります。

雇用保険の被保険者となるか否かで届出の方法が異なります
【雇用保険の加入要件（日本人を雇用する時と同じです）】

・３１日以上引き続き雇用されることが見込まれる
・１週間の所定労働時間が 20 時間以上である
・昼間の学生ではないこと

「外国人雇用はルールを守って適正に」２ページ



※今年度のご注意いただきたいこと

パンフレット「外国人雇用はルールを守って適正に」

「外国人雇用はルールを守って適正に」４ページ

在留カードについて、令和８年６月14日交付分から
在留カードの表面の記載事項が変更となります。
外国人雇用状況の届け出時の確認する項目が記載さ
れる位置も変わりますので、ご留意ください。

「外国人雇用はルールを守って適正に」５ページ

また、令和８年６月14日から、「特定在留カード」の運用
が開始されますのであわせて、ご留意ください。



※今年度のご注意いただきたいこと

パンフレット「外国人雇用はルールを守って適正に」

「外国人雇用はルールを守って適正に」５ページ

外国人雇用状況の届出の際に、在留カード・特定
在留カードを確認するにあたって「在留カード等
読取アプリケーション」を、是非ご活用ください。

添付リーフレット「在留カード等 読み取りアプリ
ケーションをご活用ください！」



パンフレット「外国人雇用はルールを守って適正に」

適切な雇用管理２

「外国人雇用はルールを守って適正に」12ページ
指針の基本的な考え方

労働関係法令及び社会保険関係法令は国籍にかかわら
ず適用されることから、事業主はこれらを遵守するこ
ととされています。

また、外国人労働者が適切な労働条件及び安全衛生の
下、在留資格の範囲内で能力を発揮しつつ就労できる
よう、この指針で定める事項について、適切な措置を
講ずることされています。

※令和８年５月29日に、外国人労働者の雇用管理
の改善等に関して事業主が適切に対処するための
指針（外国人雇用管理指針）が改正となり、段階
的に適用となります。



※今年度ご注意いただきたいこと

リーフレット「外国人雇用管理指針改正の主なポイント」

令和８年６月14日適用

令和８年10月１日適用

令和９年４月１日適用

〇同一労働同一賃金ガイドラインが適用されることに留意
〇しましょう
〇外国人労働者及びその家族に対する日本語学習支援等に
〇努めましょう
〇外国人雇用状況届出の際に読取アプリを活用しましょう

〇パートタイム・有期雇用労働者を雇い入れた時の労働条件
〇明示事項として、新たに「待遇の相違の内容・理由等に関
〇する説明を求めることができる」旨の明示が必要となり、
〇外国人労働者にも適用されますので留意しましょう

〇育成就労制度が施行します。
〇適正な実施のため、基本方針等に沿った雇用管理が必要
〇となります



外国人労働者の雇用労務責任者の選任

パンフレット「外国人雇用はルールを守って適正に」

「外国人雇用はルールを守って適正に」17ページ

指針において、外国人労働者を常時10人以上雇用する事
業主は、この指針に定める雇用管理の改善等に関する事項
等を管理させるため、「外国人労働者雇用労務責任者」を
選任することとされています。

厚生労働省では無料の講習を実施しています。
オンラインの日程や申込みは下記のサイトから

https://gaikokujin-roumu.mhlw.go.jp



技能移転による国際貢献を目的とする技能実習制度を抜本的に見直し、我が国の人手不足
分野における人材の育成・確保を目的とする育成就労制度が、令和９年４月１日より施行
されます。

育成就労制度の概要について

育成就労制度の目的

基本方針・分野別運用方針

育成就労計画の認定制度

適正な送出しや受入環境整備の取組

「育成就労産業分野（育成就労制度の受入れ分野）」において、我が国での３年間の就労を通じて特
定技能１号水準の技能を有する人材を育成するとともに、当該分野における人材を確保すること。

育成就労制度の基本方針及び育成就労産業分野ごとの分野別運用方針を策定する。
分野別運用方針において、生産性向上及び国内人材確保を行ってもなお不足する人数に基づき分野ご
との受入れ見込数を設定し、これを受入れの上限数として運用する。

育成就労外国人ごとに作成する「育成就労計画」を認定制とする。
育成就労計画には育成就労の期間（３年以内）、育成就労の目標（業務、技能、日本語能力等）、内
容等が記載され、外国人育成就労機構による認定を受ける。

送出国と二国間取決め（ＭＯＣ）の作成や送出機関に支払う手数料が不当に高額にならない仕組みの
導入など、送出しの適正性を確保する。
育成就労外国人の本人意向による転籍を一定要件の下で認める。



外国人従業員とのコミュニケーションのコツ（ベーシック／アドバンス）

無料オンラインセミナーのご案内

○「コミュコツ」ベーシック（7/16） ○「コミュコツ」アドバンス（8/27）



人材確保等支援助成金（外国人労働者就労環境整備助成コース）

活用できる助成金について

外国人特有の事情に配慮した就労環境の整備を行い、外国人労働者の職場定着
に取り組む事業主に対して、その経費の一部を助成するものです。

《ポイント》
〇外国人を雇用したことで、すぐに支給されるものではあり
〇ません
〇最初に「就労環境整備計画」を本社の所在地を管轄する
〇労働局へ提出することからスタートとなります

より詳しいパンフレットや記入例が掲載されている厚生労働省の
ポータルサイトもご利用ください

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/k
oyou/kyufukin/gaikokujin.html

お問い合わせ窓口
群馬労働局職業安定部職業対策課
０２７－２１０－５００８

9:30～16:30の時間帯、専門のアドバイザーがご対応します


